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半導体建屋の日射負荷低減による省エネ対策
東洋電子工瓢榊 甲府工場

設備課  エコグループ

キーワー ド : 加熱・冷却・伝熱の合理化崚 気調和設備、い

テーマの概要

当工場シリコンガラスダイオードの製造、検査⊂賜 及びMOS ISIテストC Ialを行つている半導体製造、検査工

場である。用役、空調を主とする省エネ活動には早くから取り組んでいる。

しかし日射による空調への影響を低減しなければ我々の着眼点である「不要な電力、無駄な電力はどこにあるのか ?」

の意に反することがわかった。そこで今回、建屋の日射負荷低減をテーマにいくつかの問題点等の実験を行い検証しなが

ら結果にたどり着いた活動である

◎ 対象謙

①A工場

鉄骨造、折板屋根構造

平屋螺 面積 2,10伽め

ダイオー ド製造工場

②塗料の選択
・材質がラバー性であり折板の温度変化による伸縮で塗装割れを起こさなυ札

・温度を上昇させる赤外線の波載 1,OCXl～ 1,5C10-2で反射率 99.6%である。

という
`酔

勝膵の良いA社(∝100mに決定した

③ 翻

B社 C社 D社 E社

反射率

(%)

92.2

(日射興雑豹

70～80

(日射艮締わ

90

い

70-90

(日射反隷豹

材費性 側 雛 側 雛 蘭 歴 硬化1生

設計単価

(円/』
3,800 5,4Clll 5,000 4,000

③色の選択 /白色だと77ちが目立つ

自色の塗料に光触媒コーティングを上塗りすることで汚れがつきにくくなり反射効率も変らないと考え、これで汚れが目立

つという問題を解決することが出来ると考えた

◎ 対胸 操

・熱量にて施工前と同じ機 荷に換算すると年¨ 量150千 kttL削減07%の肖ljnに成功したことになる。
・ピーク電力を抑えられたことにより日負荷率は88%と なり施工前と比較し日負荷率15%改善され(グラフ珈

回収5.4年となった

エネルギー原単位

RWh/k¥〔 売上金額 )

◎ まとめ

今回のように「不要な電力、無駄な電力があるのでは ?」 に着眼し省エネ改善を継続してきた結果、当工場では02年度に対し04

年度実績で 58%のエネルギー原単位低減を実現させた。(グラフ参纂)             
∫

我 は々さらに「当たり前」という気持ちを捨て「無駄なエネルギーαゼロ)」 を目指す。

<お職しヽ金和惜先>塗料型断熱材 販売・施エ アクアダンネツ株式会社
〒270-1121千葉県我孫子市中峠3762-3
tel:04-7197-7591 FAX:04-7197-7592
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